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６．成果の要約 

   緑肥作物の生育が順調な部分では、雑草の発生はほとんどなく、緑肥作物の導入により休閑中

の雑草管理の省力化が図れた。緑肥のすき込み速度はロータリーに比べてディスクティラーでは

約6倍速かったものの、すき込みが不十分で2回のすき込みが必要であった。小麦の出芽数はすき

込み法および緑肥の種類による差はなかった。 

７．目 的 

2021年に策定された「みどりの食料システム戦略」では、2050年までに有機農業の拡

大とともに化学肥料の使用量3割減など、持続可能な作物生産が求められている。化学肥

料の削減には、家畜糞堆肥とともに緑肥作物の利用が期待される。  

小麦収穫後にマメ科緑肥を導入することで、休閑中の雑草管理の省力化を図るととも

に小麦の減化学肥料栽培を確立する。緑肥のすき込みはロータリーが一般的であるが、

高速作業が可能なディスクティラーについても検討し、すき込み方法の違いが小麦の生

育、収量に及ぼす影響も明らかにする。 

８．主要成果の概要及び考察 

（１）クロタラリアは 9 月上旬以降、立ち枯れ症状による枯死が多発した（図 1）。 

（２）緑肥を作付しない区（作付なし区）ではイヌビエ、アゼガヤ、オオクサキビ等のイネ

科雑草が繁茂した。草高は 8 月下旬には 50 ㎝、9 月上旬には出穂し 100 ㎝を超えた。

一方、クロタラリアおよびセスバニアの草高は 8 月下旬には約 100 ㎝、9 月上旬には約 150

㎝、9 月下旬には約 200 ㎝に達した（図 2）。緑肥作物の生育が順調な部分では雑草の発生はほと

んどなかったことから、緑肥作物を導入することで休閑中に問題となる雑草管理の省力化が可能

と考える。  

（３）緑肥作物の 10ａ当たり乾物収量は、クロタラリアで 855kg、セスバニアで 968kg であった（表

1）。 

（４）緑肥のすき込み速度はディスクティラーでは 7.2km/h、ロータリーでは 1.2km/h であった。デ

ィスクティラーは 1 回のすき込み作業では緑肥のすき込みが不十分で、2 回すき込みを行った。総

すき込み時間はディスクティラーでは 0.63ha/h、ロータリーでは 0.22ha/h であった（表 2）。 

（５）小麦の出芽数はすき込み法および緑肥の種類に関わりなく、120～130 本/㎡であった（表 3）。 

（６）緑肥埋設後 50 日で炭素、窒素ともに 40～50％が分解した。分解速度はセスバニアに比べてク

ロタラリアがやや速かった（図 3）。 

 

９．問題点と次年度の計画 

  次年度も本年度と同様の設計で、マメ科緑肥作物のすき込みが小麦の生育、収量に及ぼ

す影響を調査する。ディスクティラーの緑肥のすき込み精度はロータリー比べて劣ったこ

とから、次年度はディスクティラーでは作業速度を落としてすき込み精度を確認する。 

 

 

 

 

 



１０．主なデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現物 乾物

クロタラリア 192 141 58.7 2,176 855 39.7 42.8 1.9 22.6

セスバニア 213 123 1.6 2,811 968 34.4 43.6 1.7 25.5

刈取りは50×50㎝のコドラートを用い、1区2か所を調査（計6区）.草丈は刈り取を行った
1区2か所について、生育が順調な5個体を調査.乾物重は80℃、48時間通風乾燥機で乾燥後
測定.地上部生収量および乾物重には枯死個体も含む.

炭素率
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窒素率
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表1　生育、収量調査結果（10月12日調査）

地上部収量
（kg/10ａ）緑肥の

種類
草丈

（㎝）
株数

（本/㎡）

枯死
個体率
（％）

乾物率
（％）

図 1 クロタラリアの立ち枯れ症状

（9 月 7 日） 

作業機
理論

作業速度
（km/h）

作業機の
作業幅
（m）

理論
作業量

（ha/h）

ディスクティラー 7.2 1.75 0.63

ロータリー 1.2 1.80 0.22

表2　作業機と緑肥すき込み時間

理論作業速度は長さ94mの圃場において直進のみを
行ったときの値.理論作業量はディスクティラーで
は2回耕起、ロータリーでは1回耕起を行った値.

図3　緑肥埋設後の炭素含量および窒素含量の推移.
　　緑肥はすき込み日と同日の10月17日に埋設
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図2　クロタラリア、セスバニアおよび作付なし区に
おける草高の推移.
　データは10個体、3区の平均値.作付なし区は雑草
の草高を調査.7月21日の耕起後、草刈り等の管理は
実施はなし.
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すき込み法・緑肥の種類
出芽数

（本/㎡）

ディスクティラー 131

ロータリ 128

クロタラリア 126

セスバニア 132

作付け無し 130

表3　すき込み法、緑肥の種類が
小麦の出芽数に及ぼす影響

出芽数は12月27日調査.すき込み法はｎ＝18、
緑肥の種類はｎ＝12の平均値.


